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ききんに備えて米や貨幣を蓄えさせた。

上げ米の制を定めて大名に米を献上させた。

旗本や御家人の借金を帳消しにする命令をだした。

株仲間を結ぶことを奨励して,特権をあたえるかわりに税を取った。
新田の開発や商品作物の栽培を奨励して,年貢の率を引き上げた。

いん ぼ ぬま

町人に出資させて印藩沼などの千拓を行い,新田を増やそうとした。
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巨 〕7;亀 〕欠の■矢二む

c と 嗜たよ。
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〕矢の気 の ( )|ミ あてはまるぢ子句 ■

(|)うえ皿イか、ユーロ、ッパの国のうす日本と

通あするのほ∈7)の 考、ibた。
そして,こ ア♪との内延乃∫ま、象ムれ

こ イクで タアゎれた。
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▲( イ )での貿易のようす
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